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翻訳後修飾を受けた新規ペプチドフェロモンの探索 
7) 平成 29 年度 ~ 平成 30 年度    5,800,000 円 (直接経費) 
新学術領域研究「生合成リデザイン」公募研究 代表 日本文部科学省 
生合成リデザインによる非天然セスタテルペンの創製研究 
6) 平成 28 年度      1,000,000 円 (直接経費) 
基盤研究(A)   分担 (代表; 阿部郁朗) 日本学術振興会 
複雑骨格天然物の生合成マシナリーの解明と物質生産 
5) 平成 24 年度 ~ 平成 28 年度   20,900,000 円 (直接経費) 
若手研究 (A)   代表   日本学術振興会 
クオラムセンシングを誘導するペプチドフェロモンに見られる翻訳後修飾の機能解

明研究 
4) 平成 25 年度 ~ 平成 26 年度    5,500,000 円 (直接経費) 
新学術領域研究「生合成マシナリー研究」公募研究 代表 日本文部科学省 
トリプトファンイソプレニルトランスフェラーゼのメカニズム解明とマシナリーの

構築 
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3) 平成 23 年度 ~ 平成 24 年度    3,000,000 円 (直接経費) 
挑戦的萌芽研究   代表   日本学術振興会 
イソプレニルトリプトファン含有ペプチドの探索 
2) 平成 21 年度 ~ 平成 22 年度    3,500,000 円 (直接経費) 
若手研究(B)   代表   日本学術振興会 
ハエトリソウ補虫運動に見られる「記憶」現象に関与する「記憶物質」の化学的研究

1) 平成 19 年度 ~ 平成 20 年度    3,300,000 円 (直接経費) 
若手研究(B)   代表   日本学術振興会 
食虫植物ハエトリソウの「記憶」現象に関する化学的研究 
 
・民間財団など 
10) 平成 30 年 4 月〜令和 2 年 3 月 (終了予定)   3,000,000 円 
2018 年度 内藤記念科学奨励金 (研究助成) 代表 内藤記念科学振興財団  
ゲノムシャッフルによる非天然物の創製 
9) 平成 29 年 4 月〜平成 31 年 3 月     2,000,000 円 
2017 年度 旭硝子財団研究奨励 (第 1 分野)  代表  旭硝子財団 
クオラムセンシングフェロモンを介した腸内細菌とヒトのクロストーク 
8) 平成 29 年 4 月〜平成 31 年 3 月     2,000,000 円 
平成 29 年度 野田産研研究助成 代表  野田産業科学研究所 
ゲノムシャッフルによる新規二次代謝産物の探索 
7) 平成 29 年 4 月〜平成 31 年 3 月    3,000,000 円 
平成 29 年度 SUNBOR GRANT 代表  サントリー生命科学財団 
新規クオラムセンシングフェロモンを介した細菌叢と宿主のクロストークに関する

研究 
6) 平成 28 年 12 月〜平成 29 年 12 月 (終了予定)   1,000,000 円 
平成 29 年度 調査研究助成 代表 鈴木謙三記念医科学応用研究財団 
クオラムセンシングフェロモンを介した細菌叢と宿主のクロストーク 
5) 平成 28 年 3 月〜平成 30 年 2 月 (終了予定)   3,000,000 円 
小林国際奨学財団 (研究助成) 代表  小林国際奨学財団  
翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化の普遍性の解明 
4) 平成 28 年 4 月〜平成 29 年 3 月      500,000 円 
富山大学和漢医薬学総合研究所共同研究 代表 富山大学和漢医薬学総合研究所 
薬用植物や共生微生物におけるプレニルトリプトファン合成酵素の機能解析研究 
3) 平成 27 年 4 月〜平成 29 年 3 月     2,000,000 円 
武田科学振興財団 2015 年度 薬学系研究奨励 代表 武田科学振興財団 
翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化の機能解明研究 
2) 平成 23 年 4 月〜平成 25 年 3 月     3,000,000 円 
内藤記念科学奨励金 (研究助成)  代表 内藤記念科学振興財団  
バクテリアが分泌する翻訳後修飾によりイソプレニル化されたオリゴペプチドの新

規機能解明研究 
1) 平成 18 年 4 月〜平成 19 年 3 月      750,000 円 
財団法人伊藤科学振興会研究助成  代表 伊藤科学振興会 
食虫植物ハエトリソウの「記憶」現象に関する化学的研究 
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学会発表リスト 国内外の学会・シンポジウム等における発表 
96 ○岡田 正弘 ComXnatto フェロモンの合成 日本農芸化学会 2019
年度大会, 1D4p15,   平成 31 年 3 月 24 日 東京農業大学 , 東京 
 (口頭発表). 
95. ○三橋 隆章, 岡田 正弘, 阿部 郁朗. プレニル基転移酵素と II 型テ

ルペン環化酵素の活性を併せ持つキメラ型酵素の同定 日本薬学会第 138 年

会,26M-am12S, 2018 年 3 月 26 日, ホテル金沢, 石川 (口頭発表). 
94. ○中嶋 優, 森 貴裕, 淡川孝義, 星野翔太郎, 岡田正弘, 千田美紀, 千田俊哉, 
阿部 郁朗. 糸状菌メロテルペノイドの複雑骨格構築に関わるα-ケトグルタル

酸依存性ジオキシゲナーゼの構造機能解析. 第 59 回 天 然 有 機 化 合 物 討 論 会 ,
 2017 年 9 月 21 日, 札幌市民ホール, 北海道. (口頭発表)  
93. ○三橋隆章, 岡田 正弘, Jeroen S. Dickschat, 阿部郁朗. 新規炭素骨格を有す

るセスタテルペノイドの探索 日本生薬学会第 64 回年会, 1C-03, 2017 年 9月 9
日, 東邦大学習志野キャンパス, 千葉. (口頭発表)  
92. Masahiro Okada. Post-translationally modified quorum sensing pheromone from 
Bacillus subtilis subsp. natto. The joint meeting of the 33rd annual meeting of the ISCE and the 
9th meeting of the APACE (2017 ISCE/APACE), August 24, 2017, 龍谷大学, 京都. 
91. ○杉田智惇, Chin Piow Wong, 岡田正弘, 脇本敏幸, 阿部郁朗. 海綿由来メ

タゲノムライブラリーより得られた新規インドール-ピリジン複合体の化学合成と活

性評価. 日本薬学会第 137 年会, 27Q-pm02S, 2017 年 3 月 27 日, 東北大学, 宮
城 (口頭発表). 
90. ○中嶋 優, 森 貴裕, 淡川孝義, 星野翔太朗, 岡田正弘, 千田美紀, 千田俊哉, 
阿部郁朗. 糸状菌メロテルペノイドの複雑骨格合成に関わるα-ケトグルタル

酸依存性ジオキシゲナーゼの X 線結晶構造解析. 日本薬学会第 137 年会, 25Q-
am10, 2017 年 3 月 25 日, 東北大学, 宮城 (口頭発表). 
89. ○岡田正弘, 杉田 智惇, 田 添, 秋田航平, 阿部郁朗. 納豆菌由来のポリグ

ルタミン酸誘導クオラムセンシングフェロモンの解明. 日本薬学会第137年会, 
25Q-am08, 2017 年 3 月 25 日, 東北大学, 宮城 (口頭発表). 
88. ○秋田航平, 杉田智淳, 淡川孝義, 岡田正弘, 阿部郁朗. プレニルト

リプトファンを有する環状ペプチドの生合成研究. 日本薬学会第 137 年会, 25Q-
am07S, 2017 年 3 月 25 日, 東北大学, 宮城 (口頭発表). 
87. ○星野翔太郎, 岡田正弘, 淡川孝義, 阿部郁朗. 放線菌における翻訳

後修飾を担う isoprenyl tryptophan synthase の探索及び機能解明.日本薬学会第137年会, 
25Q-am06, 2017 年 3 月 25 日, 東北大学, 宮城 (口頭発表). 
86. ○Takaaki Mitsuhashi, Masahiro Okada, Yudai Matsuda, Takahiro Mori, Ikuro Abe.
 The search for sesterterpene synthases from Emericella variecolor. Directing 
Biosynthesis V, March 23, 2017, Warwick, United Kingdom. (Poster session)  
85. Masahiro Okada. Post-translational prenylation of tryptophan. 日本化学会

第 97 春季年会 International Symposium on Molecular Science, 2017 年 3 月 18 日 ,
 慶應義塾大学, 横浜. 
84. 岡田正弘. 翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化. 高

分子・ハイブリッド材料研究センター (PHyM) 若手フォーラム, 2017 年 2 月

27 日, 東北大学, 宮城. 
83. 岡田正弘. 翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化. 第
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78 回講演会 有機化学研究会 (白鷺セミナー), 2016 年 12 月 6 日, 大

阪府立大学, 大阪. 
82. ○三橋隆章, 岡田正弘, 松田侑大, 星野翔太郎, 森 貴裕, 中川和也, 全 智揚, 
秦 斌, 川出 洋, 阿部郁朗. 糸状菌 Emericella variecolor に由来する新規セスタテルペ

ノイドの探索. 第 21 回天然薬物の開発と応用シンポジウム, 2016 年 10 月 27 日,
 千葉大学, 千葉. (口頭発表)  
81. ○岡田正弘, 杉田智惇, 田 添, 中嶋 優, 秋田航平, 阿部郁朗. 納豆菌由来

クオラムセンシングフェロモンの解明. 第 21 回天然薬物の開発と応用シンポジ

ウム, 2016 年 10 月 27 日, 千葉大学, 千葉. (口頭発表)  
80. ○星野翔太郎, 岡田正弘, 淡川孝義, 阿部郁朗. 放線菌における翻訳

後修飾を担うトリプトファンイソプレニル化酵素の探索及び機能解明研究. 第

21 回天然薬物の開発と応用シンポジウム, 2016 年 10 月 27 日, 千葉大学, 千
葉. (口頭発表)  
79. ○Masahiro Okada. Post-translational prenylation of a tryptophan residue in quorum 
sensing pheromones. The 1st International Conference on Advance Pharmacy and 
Pharmaceutical Sciences (ICAPPS), October 21, 2016, Universitas Indonesia, Depok, 
Jakarta, Indonesia. 
78. ○岡田正弘, 杉田智惇, 田 添, 中嶋 優, 秋田航平, 阿部郁朗. 納豆菌由来

クオラムセンシングフェロモンの解明. 日本生薬学会第 63 回年会, 2016 年 9 月

24 日, 富山国際会議場, 富山. (口頭発表)  
77. ○杉田智惇, 秋田航平, 中嶋 優, 田 添, 李 暢, 森 貴裕, 岡田正弘, 阿部郁

朗. カワグチペプチン A 生合成におけるトリプトファンプレニル基転移酵素

KgpF の機能解析. 日本生薬学会第 63 回年会, 2016 年 9 月 24 日, 富山国際会

議場, 富山. (口頭発表) 
76. ○三橋隆章, 岡田正弘, 松田侑大, 星野翔太郎, 森 貴裕, 中川和也, 全 智揚, 
秦 斌, 張 恵平, 林 文晶, 川出 洋, 阿部郁朗. 糸状菌 Emericella variecolor に

由来する新規セスタテルペノイドの探索. 日本生薬学会第 63 回年会, 2016 年 9 月

24 日, 富山国際会議場, 富山. (口頭発表)  
75. 〇張 驪駻, 秦 斌, 淡川孝義, 岡田正弘, 脇本敏幸, 阿部郁朗. モジュール

型ポリケタイド合成酵素の遺伝子解析. 第 31 回 日 本 放 線 菌 学 会 大 会 ,
 2016 年 9 月 9 日, 東京大学, 東京. （ポスター） 
74. 〇星野翔太郎, 岡田正弘, 淡川孝義, 阿部郁朗. 放線菌における翻訳

後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化酵素の探索及び機能解明. 第

31 回日本放線菌学会大会, 2016 年 9 月 9 日, 東京大学, 東京. (口頭発表)  
73. ○岡田正弘 翻訳後修飾によるプレニル化. 高磁場・高感度 NMR
利活用促進のための天然物関連シンポジウム, 2016 年 7 月 19 日, 理

化学研究所・横浜キャンパス, 神奈川. 
72. 〇杉田智惇, 秋田航平, 中嶋優, 田 添, 李 暢, 森 貴裕, 岡田正弘, 阿部郁朗.
 カワグチペプチン A 生合成におけるトリプトファンプレニル基転移酵素

KgpF の機能解析. 第 51 回天然物化学談話会, 2016 年 7 月 8 日, 湯沢東映ホテル, 新潟.
 (ポスター) 
71. ○岡田正弘. 翻訳後修飾によるトリプトファンのイソプレニル化. 日

本農芸化学会関東支部 2016 年度例会, 2016 年 6 月 25 日, 東京農業大

学, 東京. 
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70. ○Masahiro Okada. Posttranslational isoprenylation of tryptophan. Gordon 
Research Conference, Bioorganic Chemistry. June 9, 2016, Andover, NH, USA.
 (Poster session)  
69. ○李 鐘光, 星野 学, Robert Brkljaca, Sylvia Urban, 三橋隆章, 松田侑大, 岡田

正弘, 阿部郁朗, 藤田 誠. 結晶スポンジ法を用いた天然物の絶対立体配置の決定.
 日本薬学会第 136 年会, 29T-pm18S, 2016 年 3 月 29 日, パシフィコ

横浜, 神奈川 (口頭発表). 
68. ○杉田智惇, 秋田航平, 田 添, 星野翔太郎, 森 貴裕, 松田侑大, 淡川孝義, 
岡田正弘, 阿部郁朗. Sphaerobacter thermophilus における ComX フェロモン生成

機構の解明. 日本薬学会第 136 年会, 29Q-pm09S, 2016 年 3 月 29 日, パ

シフィコ横浜, 神奈川 (口頭発表). 
67. ○星野翔太郎, 岡田 正弘, 張 恵平, 林 文晶, 脇本敏幸, 尾仲宏康, 阿部郁

朗. 複合培養法を用いた新規 macrolactam 類の単離構造決定. 日本薬学会

第 136 年会, 29Q-pm08S, 2016 年 3 月 29 日, パシフィコ横浜, 神奈川 ( 口

頭発表). 
66. ○張 驪駻, 秦 斌, 淡川孝義, 岡田正弘, 脇本敏幸, 阿部郁朗. 遺伝子解析

に基づくポリエン系化合物の立体配置決定法の確立. 日本薬学会第 136 年会, 29R-
am04S, 2016 年 3 月 29 日, パシフィコ横浜, 神奈川 (口頭発表). 
65. ○Masahiro Okada. Posttranslational isoprenylation of tryptophan. Pacifichem 
2015, December 20, 2015, Honolulu, HI, USA. 
64. ○岡田 正弘, クオラムセンシングフェロモンに見られる翻訳後修飾の

解明研究 〜トリプトファンのイソプレニル化〜. 高磁場・高感度 NMR 利活用促

進のための天然物関連シンポジウム, 2015 年 8 月 21 日, 理化学研究

所・横浜キャンパス, 神奈川. 
63. ○Masahiro Okada. Post-translational isoprenylation of tryptophan. The Scripps 
Institution of Oceanography symposium. July 31, 2015, Scripps Institution of 
Oceanography, CA, USA.  
62. ○星野翔太郎、張 恵平、林 文晶、岡田正弘、脇本敏幸、尾仲宏康、阿部郁

朗. 複合培養法を利用した Streptomyces 属放線菌からの新規薬用資源探索. 第 6
回食品薬学シンポジウム. 2015 年 10 月 30 日, 岡山大学, 岡山 (口頭発表). 
61. ○星野翔太郎、張 恵平、林 文晶、岡田正弘、脇本敏幸、尾仲宏康、阿部郁

朗. 複合培養法により Streptomyces 属放線菌から単離された新規 macrolactam 類

の構造決定. 日本生薬学会第 62 回年会, 2015 年 9 月 11 日, 長良川国際会議場、岐

阜県 (口頭発表). 
60. ○Masahiro Okada, Ikuro Abe. Post-translational isoprenylation of 
tryptophan. The 2015 American Society of Pharmacognosy (ASP) Meeting, July 
25, 2015, Copper Mountain, CO, USA (Poster Session). 
59. ○宇佐美翔平, 林峻輔, 中村優太, 尾崎弘貴, 岡田正弘. 翻訳後修飾

によりトリプトファンがイソプレニル化された新規ペプチドの探索. 日本農芸化

学会 2015 年度大会, 2D12p03,  2015 年 3 月 27 日, 岡山大学, 岡
山 (口頭発表). 
58. ○中村優太, 宇佐美翔平, 林峻輔, 尾崎弘貴, 岡田正弘. ポリ-ガンマ-
グルタミン酸生合成促進活性を有する納豆菌由来の ComX フェロモンの化学合成.
 日本農芸化学会 2015 年度大会, 2D12p02, 2015 年 3 月 27 日, 岡山大学, 
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岡山 (口頭発表). 
57. ○林峻輔, 宇佐美翔平, 中村優太, 尾崎弘貴, 岡田正弘. ポリ-ガンマ-
グルタミン酸生合成促進活性を有する納豆菌由来の ComX フェロモンの発見. 日

本農芸化学会 2015 年度大会, 2D12p01, 2015 年 3 月 27 日, 岡山大学, 岡
山 (口頭発表). 
56. ○宇佐美翔平, 林峻輔, 中村優太, 岡田正弘. 翻訳後修飾によりトリプトフ

ァンがイソプレニル化された新規ペプチドの探索. 日本農芸化学会 2014 年度大会, 
3A04p22, 2014 年 3 月 29 日, 明治大学生田キャンパス, 神奈川 (口頭発表). 
55. 岡田正弘. トリプトファンイソプレニルトランスフェラーゼの普遍

性の解明. 第９回生合成勉強会 ("生合成マシナリー"第 5 回若手シンポジウム

"), 2013 年 8 月 3 日, 東京大学 (東京都・文京区). 
54. ○岡田正弘. 生理活性ペプチドの翻訳後修飾によるイソプレニル化.
 故坂神洋次教授 追悼記念講演会, 2013 年 5 月 18 日, 名古屋大学 , 
愛知. 
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